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中部地区を除く全地区（中部地区はこちら） 
北海道、青森県、岩手県、宮城県、秋田県、山形県、福島県、東京都、神奈川県、
埼玉県、千葉県、茨城県、栃木県、群馬県、新潟県、大阪府、兵庫県、京都府、滋
賀県、奈良県、和歌山県、鳥取県、島根県、岡山県、広島県、山口県、徳島県、香
川県、愛媛県、高知県、福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県、大分県、宮崎県、鹿児
島県、沖縄県

2008年3月
 

新製品『女性薬　命の母ホワイト』

生理の不調を改善し、女性の体を正しい状態に導く女性保健薬。 
11種類の生薬を処方した、飲みやすい錠剤タイプです。

 
　小林製薬株式会社（本社：大阪市、社長：小林 豊）では、生理の不調を改善す
る女性保健薬『女性薬 命の母ホワイト』〈メーカー希望小売価格／180錠・2,400
円(税込2,520円)〉を、3月26日（水）から全国の薬局・薬店で新発売いたします。

 

女性薬　命の母ホワイト 
メーカー希望小売価格180錠／2,400円（税込2,520円）

『女性薬　命の母ホワイト』の製品詳細ページはこちら

発売の背景

生理周りの不調を感じている女性は、約870万人！ 
“生理不調”に特化した医薬品
 
　 女性の体は妊娠や出産に備えて複雑で繊細なメカニズムがあり、ストレス、冷え、仕事
の悩み、不規則な生活など、少しの環境変化で異常が起きてしまいます。さまざまな原因
でこのメカニズムが狂い、女性としての機能が低下すると、強い生理痛だけでなく頭痛や
生理周期の乱れなど、心身ともにいろいろな形で不調が現れます。このような生理周りの
不調を感じている女性は約870万人もいるといわれています。弊社が女性に対して行った調
査でも、生理痛がある人の生理周りの不調症状は、生理不順やイライラなど、非常に多岐
に渡っていることがわかりました。また、つらい生理痛には鎮痛剤で一時的な対処はでき
ますが、さまざまな症状がでる生理の不調については、温かい飲み物や入浴など体を温め
る以外に対処方法がなく、我慢するしかなかったことがうかがえます。
　今回発売する女性保健薬「女性薬　命の母ホワイト」（以下「命の母ホワイト」）は、
こういった生理の不調を改善する医薬品です。症状はさまざまであっても、人間本来の
「病気に向かう体の状態」を改善し、本人が持っている力を引き出せば、結果として不調
全般がよくなるという東洋医学の考え方をベースとした処方です。生薬の力で女性の体を
正しい状態に近づけていく“生理不調改善薬”です。  
　 弊社では、更年期症状を緩和する「女性保健薬　命の母A」の発売によって女性保健薬
市場の2倍成長（’04年→’07年度）に貢献してまいりました。そして今回「命の母ホワイ
ト」を発売することで、更年期ターゲット以外の若年層を取り込み、 新たに“生理不調改善
薬”カテゴリーを創造し、女性保健薬市場拡大に貢献してまいります。

製品のポジショニング

製品の説明

東洋医学の考え方をベースにした生理不調改善薬「命の母ホワイト」

　東洋医学では、「お血」（おけつ）が生理の不調の大きな原因であるとされています。
「お血」とは、古い血が溜まっていて、体に悪影響を与えている状態をさします。本来血
液は、体中を巡って各細胞に栄養分を届け、老廃物を受け取る役割がありますが、それが
できなくなってしまうので、体の機能が低下するわけです。さらに、そこに冷えが加わる
と、血管が収縮するのでますます血の流れが悪くなり「お血」がひどくなる悪循環を引き
起こします。 
　女性薬「命の母ホワイト」は、 センキュウ・シャクヤクなど「お血」を取り体を温める
11種類の生薬が配合されているため、この悪循環を断ち切り、女性の体を正しい状態に導
いて生理に伴うさまざまな不調を改善します。

「お血」（おけつ）のイメージ図

「女性薬　命の母ホワイト」に配合されている11種類の生薬 

トウキ 当帰 昔から婦人病の要薬として用いられている。セリ科に属する多年草
であるトウキの根。

センキュウ 川 日本産を主とするセリ科のセンキュウの根茎を湯通し乾燥したも
の。

シャクヤク 芍薬 ボタン科の多年草であるシャクヤクの根。婦人薬に広く使用されて
いる。

ブクリョウ 茯苓 サルノコシカケ科のマツホド
ソウジュツ 蒼朮 中国大陸に分布するキク科の多年草であるホソバオケラの根茎。精

油を含み、特有のにおいがする。
タクシャ 沢瀉 アジア東部に産するオモダカ科のサジオモダカの塊茎。
ケイヒ 桂皮 おもに中国南部、ベトナム、タイなどに産するものでクスノキ科の

ニッケイ類の樹皮。
ボタンピ 牡丹皮 ボタン科の落葉性低木であるボタンの根皮。中国西北部を原産地と

する。
ダイオウ 大黄 中国、日本を産地とするタデ科の大黄類の根茎を乾燥したもの。
トウニン 桃仁 主に中国山東、山西、河北などに産するバラ科のモモの種子。
ニンジン 人参 中国や韓国の原産でウコギ科の多年草、オタネニンジンの根。成分

のサポニン配糖体は、最近その薬効が世界各国で再認識され、科学
的な裏づけがなされつつある。

 
『女性薬　命の母ホワイト』製品概要

製品名 『女性薬　命の母ホワイト』

カテゴリー 医薬品

希望小売価格 180錠／2,400円（税込2,520円）

発売日 2008年3月26日（水）

販売場所 全国の薬局・薬店

発売元 小林製薬株式会社　本社：大阪市中央区道修町4-3-6

効能・効果 月経痛、月経不順、ヒステリー、腰痛、頭痛、貧血、冷え症、血の道
症、肩こり、 めまい、動悸、こしけ

用法・用量 成人（15歳以上）　1回4錠を1日3回、毎食後服用してください。

成分・分量

1日量（12錠）中
トウキ末 
センキュウ末 
シャクヤク末 
ブクリョウ末 
ソウジュツ末 
タクシャ末

･･････ 
･･････ 
･･････ 
･･････ 
･･････ 
･･････

300mg 
200mg 
300mg 
200mg 
200mg 
150mg

ケイヒ末 
ボタンピ末 
ダイオウ末 
トウニン 
ニンジン

･･････ 
･･････ 
･･････ 
･･････ 
･･････ 

200mg 
200mg 
200mg 
100mg 
50mg

添加物として、ケイ酸Al、タルク、炭酸Ca、酸化チタン、ゼラチン、 
アラビアゴム、白糖、ミツロウ、カルナウバロウを含有。

製品特徴

1） 昔から女性のために用いられてきた11種類の生薬を飲みやすい錠
剤にしました。 

2) 血行を促し体を温めて、ホルモンや自律神経のアンバランスに
よって起こる様々な生理の不調症状を改善し、女性の体を正しい
状態に近づけます。

以　上 
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